
第
六
節

就
職
促
進
給
付
（
第
八
十
二
条

第

百
一
条
の
二
）

第
六
節

就
職
促
進
給
付
（
第
八
十
二
条

第

百
一
条
の
二
）

第
六
節
の
二

教
育
訓
練
給
付
（
第
百
一
条
の

二
の
二

第
百
一
条
の
二
の
十

五
）

第
六
節
の
二

教
育
訓
練
給
付
（
第
百
一
条
の

二
の
二

第
百
一
条
の
二
の
十

五
）

第
七
節

雇
用
継
続
給
付

第
七
節

雇
用
継
続
給
付

第
一
款

高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
（
第
百
一

条
の
三

第
百
一
条
の
十
）

第
一
款

高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
（
第
百
一

条
の
三

第
百
一
条
の
十
）

第
二
款

削
除

第
二
款

削
除

第
三
款

介
護
休
業
給
付
（
第
百
一
条
の
十

六

第
百
一
条
の
二
十
）

第
三
款

介
護
休
業
給
付
（
第
百
一
条
の
十

六

第
百
一
条
の
二
十
）

第
三
章
の
二

育
児
休
業
給
付
（
第
百
一
条
の
二

十
一

第
百
二
条
）

第
三
章
の
二

育
児
休
業
給
付
（
第
百
一
条
の
二

十
一

第
百
二
条
）

第
四
章

雇
用
安
定
事
業
等

第
四
章

雇
用
安
定
事
業
等

第
一
節

雇
用
安
定
事
業
（
第
百
二
条
の
二

第
百
二
十
条
の
二
）

第
一
節

雇
用
安
定
事
業
（
第
百
二
条
の
二

第
百
二
十
条
の
二
）

第
二
節

能
力
開
発
事
業
（
第
百
二
十
一
条

第
百
三
十
九
条
の
四
）

第
二
節

能
力
開
発
事
業
（
第
百
二
十
一
条

第
百
三
十
九
条
の
四
）

第
三
節

地
域
雇
用
活
性
化
推
進
事
業
及
び
地

域
活
性
化
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
第
百
四
十
条
・
第
百
四
十
条
の

二
）

第
三
節

地
域
雇
用
活
性
化
推
進
事
業
及
び
地

域
活
性
化
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
第
百
四
十
条
・
第
百
四
十
条
の

二
）

第
四
節

返
還
命
令
等
及
び
事
業
主
名
等
の
公

表
（
第
百
四
十
条
の
三
・
第
百
四
十

条
の
四
）

第
四
節

返
還
命
令
等
及
び
事
業
主
名
等
の
公

表
（
第
百
四
十
条
の
三
・
第
百
四
十

条
の
四
）

第
五
章

雑
則
（
第
百
四
十
一
条

第
百
四
十
六

条
）

第
五
章

雑
則
（
第
百
四
十
一
条

第
百
四
十
六

条
）

附
則

附
則

（
事
務
の
管
轄
）

（
事
務
の
管
轄
）

第
一
条

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百

十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
八
十
一
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
七
条
、
第
九
条
第
一

項
、
第
三
十
七
条
の
五
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第

四
項
並
び
に
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
都
道
府
県
労
働
局
長

に
委
任
す
る
。

第
一
条

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百

十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
八
十
一
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
七
条
、
第
九
条
第
一

項
及
び
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生

労
働
大
臣
の
権
限
は
、
都
道
府
県
労
働
局
長
に
委

任
す
る
。

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

５

雇
用
保
険
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
公
共
職
業

安
定
所
長
が
行
う
事
務
は
、
都
道
府
県
労
働
局
長

の
指
揮
監
督
を
受
け
て
、
適
用
事
業
の
事
業
所
の

５

雇
用
保
険
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
公
共
職
業

安
定
所
長
が
行
う
事
務
は
、
都
道
府
県
労
働
局
長

の
指
揮
監
督
を
受
け
て
、
適
用
事
業
の
事
業
所
の

所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
（
厚
生
労

働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第

一
号
）
第
七
百
九
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
事

務
を
取
り
扱
わ
な
い
公
共
職
業
安
定
所
を
除
く
。

以
下
同
じ
。）の
長
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
に

あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
公
共
職
業
安
定

所
長
）
が
行
う
。

所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
（
厚
生
労

働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第

一
号
）
第
七
百
九
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
事

務
を
取
り
扱
わ
な
い
公
共
職
業
安
定
所
を
除
く
。

以
下
同
じ
。）の
長
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
に

あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
公
共
職
業
安
定

所
長
）
が
行
う
。

一

法
第
十
四
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
受

給
資
格
（
以
下
「
受
給
資
格
」
と
い
う
。）を
有

す
る
者
（
以
下
「
受
給
資
格
者
」
と
い
う
。）、

法
第
三
十
七
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
高
年

齢
受
給
資
格
（
以
下
「
高
年
齢
受
給
資
格
」
と

い
う
。）を
有
す
る
者
（
以
下
「
高
年
齢
受
給
資

格
者
」
と
い
う
。）及
び
高
年
齢
求
職
者
給
付
金

の
支
給
を
受
け
た
者
で
あ
つ
て
、
当
該
高
年
齢

受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
一
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
（
第
五
号

に
お
い
て
「
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
受
給
者
」

と
い
う
。）、
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す

る
特
例
受
給
資
格
（
以
下
「
特
例
受
給
資
格
」

と
い
う
。）を
有
す
る
者
（
以
下
「
特
例
受
給
資

格
者
」
と
い
う
。）及
び
特
例
一
時
金
の
支
給
を

一

法
第
十
四
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
受

給
資
格
（
以
下
「
受
給
資
格
」
と
い
う
。）を
有

す
る
者
（
以
下
「
受
給
資
格
者
」
と
い
う
。）、

法
第
三
十
七
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
高
年

齢
受
給
資
格
（
以
下
「
高
年
齢
受
給
資
格
」
と

い
う
。）を
有
す
る
者
（
以
下
「
高
年
齢
受
給
資

格
者
」
と
い
う
。）及
び
高
年
齢
求
職
者
給
付
金

の
支
給
を
受
け
た
者
で
あ
つ
て
、
当
該
高
年
齢

受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
一
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
（
第
五
号

に
お
い
て
「
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
受
給
者
」

と
い
う
。）、
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す

る
特
例
受
給
資
格
（
以
下
「
特
例
受
給
資
格
」

と
い
う
。）を
有
す
る
者
（
以
下
「
特
例
受
給
資

格
者
」
と
い
う
。）及
び
特
例
一
時
金
の
支
給
を

受
け
た
者
で
あ
つ
て
、
当
該
特
例
受
給
資
格
に

係
る
離
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月

を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
（
第
五
号
に
お
い
て

「
特
例
一
時
金
受
給
者
」
と
い
う
。）並
び
に
法

第
六
十
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ

い
て
行
う
失
業
等
給
付
（
法
第
十
条
第
六
項
に

規
定
す
る
雇
用
継
続
給
付
を
除
く
。
以
下
こ
の

号
及
び
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
関
す
る
事

務
、
法
第
三
十
七
条
の
五
第
一
項
の
申
出
を
し

て
高
年
齢
被
保
険
者
と
な
つ
た
者
（
以
下
「
特

例
高
年
齢
被
保
険
者
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
行

う
雇
用
保
険
に
関
す
る
事
務
（
失
業
等
給
付
に

関
す
る
事
務
並
び
に
法
第
六
十
二
条
及
び
第
六

十
三
条
の
規
定
に
よ
る
事
務
を
除
く
。）並
び
に

法
第
四
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
雇
労
働

被
保
険
者
（
以
下
「
日
雇
労
働
被
保
険
者
」
と

い
う
。）に
つ
い
て
行
う
同
項
第
四
号
の
認
可
に

関
す
る
事
務
、
法
第
四
十
四
条
の
規
定
に
基
づ

受
け
た
者
で
あ
つ
て
、
当
該
特
例
受
給
資
格
に

係
る
離
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月

を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
（
第
五
号
に
お
い
て

「
特
例
一
時
金
受
給
者
」
と
い
う
。）並
び
に
法

第
六
十
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ

い
て
行
う
失
業
等
給
付
（
法
第
十
条
第
六
項
に

規
定
す
る
雇
用
継
続
給
付
を
除
く
。
第
五
号
に

お
い
て
同
じ
。）に
関
す
る
事
務
並
び
に
法
第
四

十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
雇
労
働
被
保
険

者
（
以
下
「
日
雇
労
働
被
保
険
者
」
と
い
う
。）

に
つ
い
て
行
う
同
項
第
四
号
の
認
可
に
関
す
る

事
務
、
法
第
四
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
事
務

及
び
法
第
五
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
日
雇
労
働

求
職
者
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務

そ
の

者
の
住
所
又
は
居
所
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安

定
所
（
以
下
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
」
と
い

う
。）の
長

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 
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